
　新
た
な
感
染
症
の
流
行
や
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
保
健
医
療
福
祉
分
野
、
急
速
に

進
む
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
対
応
す
る
産
業
分
野
に
お
い
て
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を
持

つ
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
は
、
職
業
人
材
育
成
施
設
の
充
実
を
図

り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対
応
し
、
地
域
医
療
を
支
え
る
人

材
や
、
本
県
経
済
を
け
ん
引
す
る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
の
次
世
代
を
担
う

即
戦
力
と
な
る
職
業
人
材
を
育
成

　地
域
で
学
び
、
身
に
付
け
た
知
識
や
技

術
を
地
域
で
発
揮
す
る
人
材
の
育
成
や
確

保
が
、
県
民
生
活
を
支
え
る
保
健
医
療
福

祉
分
野
と
産
業
分
野
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
県
で
は
、
県
立
高
校
や
職
業

人
材
育
成
施
設
で
、
次
世
代
の
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
立
高
校
で
は
、

新
た
に
策
定
し
た
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
、
県
内
産
業
界
と
連
携
し
て
、
生

徒
が
地
域
経
済
を
直
接
学
ぶ
機
会
の
充
実

を
図
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立

の
職
業
人
材
育
成
施
設
で
は
、
次
世
代
を

担
う
若
年
層
が
、
自
分
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
誇
り
を
持
っ
て
社
会
に
出
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
既
存
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
見
直
す
な
ど
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

看護の基礎から高度な教育研究まで、実践的に地域医療を学ぶ

人
材
育
成
教
育
の
充
実
を
図
る

本県の次世代を担う即戦力を育成

保健医療福祉産業技術農林業

【
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健
医
療
福
祉
】

地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
育
成

県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
を
開
設

　医
療
や
介
護
の
現
場
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
複
数
の
看
護
専
門
領
域
を
組
み
合

わ
せ
た
「
広
域
実
践
看
護
学
」
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
と
と
も
に
、
看
護
教
育
や
、

現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
県
立
大
学
で

は
大
学
院
看
護
学
研
究
科
に
、
令
和
3
年
度
か
ら
新
た
に
博
士
後
期
課
程
を
開
設

し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
看
護
の
基
礎
を
つ
く
る
学
部
か
ら
、
高
度
な
教
育
研
究
を
行
う
大

学
院
の
後
期
課
程
ま
で
、
一
貫
し
て
地
域
医
療
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
県

民
の
健
康
と
本
県
医
療
の
向
上
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　県
民
が
安
心
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
中
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
切
れ

目
の
な
い
良
質
な
医
療
の
提
供
が
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

課
題
と
な
る
中
、
山
梨
で
も
超
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
で
、
慢
性
疾
患
な
ど
、
多

様
な
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
の
医
療

と
生
活
の
両
方
を
考
え
、
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
看
護
師
の
存
在
が
重
要
で
す
。

山梨県立大学大学院
看護学研究科長

遠藤  みどりさん

山梨県立大学大学院
看護学研究科
博士後期課程一期生

田草川  純子さん

　今
回
新
設
し
た
博
士
後
期
課
程
で
は
、

複
数
の
看
護
専
門
領
域
を
統
合
し
た
「
広

域
実
践
看
護
学
分
野
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
面
的
か
つ
俯
瞰
的
な
視
点
か

ら
現
場
で
抱
え
る
課
題
を
く
み
取
り
、
解

決
し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　ま
た
、
今
後
も
多
様
化
し
て
い
く
社
会

に
お
い
て
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
現
場

に
起
こ
り
得
る
諸
課
題
に
対
処
し
て
い
く

に
は
、
高
度
な
看
護
実
践
力
だ
け
で
な
く
、

他
職
種
と
の
協
働
を
円
滑
に
進
め
、
対
等

に
関
わ
っ
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
、

現
場
を
改
革
し
て
い
く
力
も
要
求
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
力
を
育
成
す
る
博
士
後

期
課
程
で
は
、
看
護
師
と
し
て
実
務
経
験

を
積
ん
だ
方
々
が
、
よ
り
確
実
な
知
識
や

技
術
と
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
合
わ
せ
た

高
度
看
護
実
践
者
を
目
指
し
、
熱
意
を
持
っ

て
学
問
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で

は
、
そ
う
い
っ
た
学
生
た
ち
が
働
き
な
が

ら
学
び
続
け
て
い
け
る
環
境
を
整
え
、
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　博
士
後
期
課
程
の
新
設
に
よ
り
、
学
部

か
ら
大
学
院
ま
で
の
充
実
し
た
看
護
教
育

環
境
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来

地
域
に
根
ざ
し
た
看
護
師
を
目
指
す
人
に

と
っ
て
、
ご
自
身
の
未
来
を
見
据
え
た
目

標
を
定
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
理
想
の
形

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
医
療
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

高
度
看
護
実
践
者
の
育
成

山梨県立大学

山梨県立大学
池田キャンパス
住所：甲府市池田1-6-1  TEL：055-253-7859

応
え
る
べ
く
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
、
実
践
的
な
学
習
機
会

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
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【
農
林
業
】

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用

県
立
農
業
大
学
校
に
森
林
学
科
開
講

　現
在
私
が
伐
採
し
て
い
る
木
は
、
祖
父
が

植
え
た
も
の
で
す
。
世
代
を
超
え
て
森
林
を

育
て
、
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
林
業
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
の
中

で
働
け
る
こ
と
も
、
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　林
業
は
今
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
現
場
作
業
の
機
械
化
に

加
え
て
、
I
C
T
な
ど
を
活
用
し
た
新
し

い
手
法
を
導
入
し
、
効
率
的
で
生
産
性
の
高

い
林
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　弊
社
で
も
、昨
年
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
て
、

森
林
の
資
源
量
や
地
形
を
把
握
し
、
需
要
に

応
じ
た
木
材
生
産
や
、
効
率
的
な
森
林
作
業

道
の
作
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
一
方
で
、
社
員
が
働
き
な
が
ら
、
こ
う

し
た
新
し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　来
春
の
森
林
学
科
開
講
に
よ
り
、
最
先
端

の
知
識
や
技
術
を
備
え
た
人
材
が
育
成
さ
れ

れ
ば
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

り
、
山
梨
を
林
業
の
先
進
県
へ
と
押
し
上
げ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

有限会社 天女山
代表取締役

小宮山  信吾さん

　県
土
の
約
78
%
を
占
め
る
森
林
の
う
ち
、
人
工
林
の
多
く
が
木
材
と
し
て
利
用
可

能
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
県
で
は
、
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
4
年
4
月
に
は
農
業

大
学
校
を
農
林
大
学
校
に
改
称
し
た
上
で
「
森
林
学
科
」
を
新
設
し
、
現
場
で
即
戦

力
と
な
る
高
度
な
知
識
と
技
術
を
備
え
、
将
来
県
内
の
林
業
を
け
ん
引
し
て
い
く
人

材
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
産
業
技
術
】

人
材
育
成
プ
ラ
ン
を
策
定

　機
械
設
計
な
ど
も
の
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
機
械
系
分
野
を
学
ぶ
「
生
産
技
術
科
」、

A
I
な
ど
の
近
未
来
を
支
え
る
電
子
系
分
野

を
学
ぶ
「
電
子
技
術
科
」、
主
に
観
光
産
業

で
活
躍
で
き
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ

「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
」、
業
務
ア
プ
リ
な
ど
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
分
野
を
学
ぶ
「
情
報
技
術

科
」
の
4
学
科
を
設
置
し
、
平
成
11
年
に
塩

山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
。
平
成
25
年
に
は
、

富
士
・
東
部
地
域
の
産
業
界
か
ら
の
要
望
に

応
え
「
生
産
技
術
科
」「
電
子
技
術
科
」
の

2
学
科
か
ら
な
る
都
留
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校

し
ま
し
た
。

　各
学
科
と
も
少
人
数
制
に
よ
る
き
め
細
か

な
指
導
と
、
実
習
に
重
点
を
置
く
実
践
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
即
戦
力
と
な
る
高

度
な
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
学
習
環
境
に
よ
り
、
開
校
以
来
、
就

職
率
は
ほ
ぼ
1
0
0
%
を
維
持
し
て
お
り
、

多
く
の
卒
業
生
が
、
県
内
企
業
で
中
核
的
な

役
割
を
果
た
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　訓
練
科
の
一
つ
で
あ
る
「
自
動
車
整
備
科
」

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
動
車
の
整
備
が
で
き
、

レ
ー
シ
ン
グ
メ
カ
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
学
び
ま
す
。

学
生
な
が
ら
高
度
な
技
術
が
実
証
さ
れ
、
令

和
2
年
に
は
、
自
動
車
レ
ー
ス
「
富
士
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
レ
ー
ス
」
に
お
い
て
、
初
め
て
年
間

シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。

人
口
当
た
り
の
自
動
車
保
有
率
が
高
い
本
県

に
は
、
販
売
店
や
整
備
工
場
な
ど
が
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
整
備
士
の
国
家
資
格

を
持
ち
、
即
戦
力
と
な
る
ス
キ
ル
の
あ
る
学

生
が
就
職
先
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
「
電
気
シ
ス
テ
ム
科
」
で
は
、
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
電
気
を
安
定
供
給

す
る
た
め
に
必
要
な
、
第
二
種
電
気
工
事
士
の

資
格
を
卒
業
時
に
取
得
で
き
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

第
一
種
の
取
得
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学

ぶ
こ
と
で
、よ
り
高
度
な
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。

学
生
の
多
く
は
、
産
業
界
が
求
め
る
実
践
的
な

人
材
と
し
て
、
県
内
の
電
気
、
住
宅
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
急
速
に
進
む
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
応
え
る
人
材
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は
、
県
内
産
業
の

持
続
的
な
成
長
と
発
展
を
図
る
た
め
、
令
和
2
年
度
に
「
産
業
技
術
短
期
大
学
校
及
び

峡
南
高
等
技
術
専
門
校
に
お
け
る
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
両
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
全
学
科
へ
の
A
I
教
育
の
導
入
、
ワ
イ
ン
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
や
実
践
的
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
を
進
め
、

峡
南
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
電
気
自
動
車
や
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境
に
配
慮

し
た
新
技
術
に
関
す
る
教
育
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
人
材
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

機械の制御技術を少人数で学ぶ（左上）ソムリエの講師からサービスを実践的に学ぶ（右上）
電柱昇柱訓練（左下）安全に車を走らせるための重要な点検を反復練習（右下）

県
内
企
業
を
支
え
る
人
材
育
成

産
業
技
術
短
期
大
学
校

県
内
唯
一
の
職
業
能
力
開
発
校

峡
南
高
等
技
術
専
門
校

山梨　産短大

産業技術短期大学校
塩山キャンパス
住所：甲州市塩山上於曽1308
TEL：0553-32-5200

令和4年4月  開講

産業技術短期大学校
都留キャンパス
住所：都留市上谷5-7-35
TEL：0554-43-8911

山梨　峡南技専

峡南高等技術専門校
住所：富士川町青柳町3492
TEL：0556-22-3171

未
来
を
つ
く
る
仕
事「
林
業
」

即
戦
力
と
な
る
人
材
に
期
待

全
国
に
先
駆
け
た
手
厚
い
支
援
で

人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

　今
後
、
こ
の
よ
う
な
即
戦
力
と
な
る
人

材
を
採
用
し
、
林
業
が
や
り
が
い
と
魅
力

に
満
ち
た
、
未
来
を
つ
く
る
産
業
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
生
産
性
の
向
上
に
よ

り
、
社
員
の
待
遇
や
所
得
の
改
善
を
進
め
、

新
し
い
時
代
の
林
業
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
所
管
の
職
業
能
力
開
発
施
設

の
学
生
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
経
済
的
な
支

援
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
独
自
に
、

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
世
帯
の
学
生
な
ど

が
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
給
付
金
支
給
制

度
を
設
け
、手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
大
学
な
ど
の
学
生
と
同
等
に
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
が
全
国
的
に
創
設
さ
れ

る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　県
立
の
職
業
人
材
育
成
施
設
で
は
、将
来
、

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
人
材
の
育
成
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
企
業
へ
の
若
い
人
材
の
就
職
が
増

え
、
地
域
の
発
展
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

林業機械実習のイメージ

山梨 森林学科

農林大学校
森林学科
住所：富士川町最勝寺2290-1

※入試案内などは順次公開します

【問い合わせ先】 森林学科開講については  林業振興課  TEL 055-223-1648  FAX 055-223-1679 【問い合わせ先】 人材育成プランについては  産業人材育成課  TEL 055-223-1567  FAX 055-223-1560
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【
農
林
業
】

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用

県
立
農
業
大
学
校
に
森
林
学
科
開
講

　現
在
私
が
伐
採
し
て
い
る
木
は
、
祖
父
が

植
え
た
も
の
で
す
。
世
代
を
超
え
て
森
林
を

育
て
、
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
林
業
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
の
中

で
働
け
る
こ
と
も
、
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　林
業
は
今
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
現
場
作
業
の
機
械
化
に

加
え
て
、
I
C
T
な
ど
を
活
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し
た
新
し

い
手
法
を
導
入
し
、
効
率
的
で
生
産
性
の
高

い
林
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　弊
社
で
も
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ド
ロ
ー
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を
導
入
し
て
、

森
林
の
資
源
量
や
地
形
を
把
握
し
、
需
要
に

応
じ
た
木
材
生
産
や
、
効
率
的
な
森
林
作
業

道
の
作
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
一
方
で
、
社
員
が
働
き
な
が
ら
、
こ
う

し
た
新
し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　来
春
の
森
林
学
科
開
講
に
よ
り
、
最
先
端

の
知
識
や
技
術
を
備
え
た
人
材
が
育
成
さ
れ

れ
ば
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

り
、
山
梨
を
林
業
の
先
進
県
へ
と
押
し
上
げ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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し
、
両
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
全
学
科
へ
の
A
I
教
育
の
導
入
、
ワ
イ
ン
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
や
実
践
的
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
を
進
め
、

峡
南
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
電
気
自
動
車
や
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境
に
配
慮

し
た
新
技
術
に
関
す
る
教
育
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
人
材
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

機械の制御技術を少人数で学ぶ（左上）ソムリエの講師からサービスを実践的に学ぶ（右上）
電柱昇柱訓練（左下）安全に車を走らせるための重要な点検を反復練習（右下）

県
内
企
業
を
支
え
る
人
材
育
成

産
業
技
術
短
期
大
学
校

県
内
唯
一
の
職
業
能
力
開
発
校

峡
南
高
等
技
術
専
門
校

山梨　産短大

産業技術短期大学校
塩山キャンパス
住所：甲州市塩山上於曽1308
TEL：0553-32-5200

令和4年4月  開講

産業技術短期大学校
都留キャンパス
住所：都留市上谷5-7-35
TEL：0554-43-8911

山梨　峡南技専

峡南高等技術専門校
住所：富士川町青柳町3492
TEL：0556-22-3171

未
来
を
つ
く
る
仕
事「
林
業
」

即
戦
力
と
な
る
人
材
に
期
待

全
国
に
先
駆
け
た
手
厚
い
支
援
で

人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

　今
後
、
こ
の
よ
う
な
即
戦
力
と
な
る
人

材
を
採
用
し
、
林
業
が
や
り
が
い
と
魅
力

に
満
ち
た
、
未
来
を
つ
く
る
産
業
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
生
産
性
の
向
上
に
よ

り
、
社
員
の
待
遇
や
所
得
の
改
善
を
進
め
、

新
し
い
時
代
の
林
業
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
所
管
の
職
業
能
力
開
発
施
設

の
学
生
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
経
済
的
な
支

援
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
独
自
に
、

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
世
帯
の
学
生
な
ど

が
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
給
付
金
支
給
制

度
を
設
け
、手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
大
学
な
ど
の
学
生
と
同
等
に
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
が
全
国
的
に
創
設
さ
れ

る
よ
う
、
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　県
立
の
職
業
人
材
育
成
施
設
で
は
、将
来
、

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
人
材
の
育
成
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
企
業
へ
の
若
い
人
材
の
就
職
が
増

え
、
地
域
の
発
展
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

林業機械実習のイメージ

山梨 森林学科

農林大学校
森林学科
住所：富士川町最勝寺2290-1

※入試案内などは順次公開します

【問い合わせ先】 森林学科開講については  林業振興課  TEL 055-223-1648  FAX 055-223-1679 【問い合わせ先】 人材育成プランについては  産業人材育成課  TEL 055-223-1567  FAX 055-223-1560
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山梨県の次世代を担う  即戦力となる職業人材を育成


